
【令和５年度 ALIC事業】 

養豚経営安定対策補完事業（組替、拡充）

１ 事業の目的 

  我が国の基幹的な農業部門のひとつである養豚経営は、地域経済の活性化に重要な

役割を果たしてきたが、飼料価格の高騰や豚熱のまん延等から生産基盤の弱体化が危

惧されている。 

  このため、肉豚の能力向上への集団的な取組、家畜人工授精や飼養管理技術の向上・

習得のための研修会、アフリカ豚熱等リスク低減、経口ワクチンの導入・保管及び効

率的かつ効果的な散布の実証等を支援することにより、生産基盤の強化を図る。 

２ 事業の内容 

（１）集団的な肉豚能力向上支援

生産者集団等における、能力向上推進計画に基づく純粋種豚等の導入、純粋種豚

の能力向上に資する一代雑種雌豚の導入、及び特色ある肉豚生産のため能力向上に

資する種豚（ランドレース種、大ヨークシャー種、デュロック種を除く）の導入経

費に対して支援する。 

（２）生産性向上支援

肉豚等の生産性向上や生産コスト削減の観点から、家畜人工授精に必要な知識の

取得や飼養管理技術の向上・習得のための研修会開催、先進的な経営改善の取組の

調査や普及活動に対して支援する。 

（３）アフリカ豚熱等リスク低減対策

種豚供給拠点の整備や出荷が困難となった肥育素豚の追加的な飼養、アグー等特

色ある品種等の低リスク農場への避難や避難用豚舎の新設等に対して支援する。 

（４）野外環境リスク低減対策

全国協議会が行う、経口ワクチンの導入・保管及び都府県協議会が行う、効率的

かつ効果的な散布の実証並びに省力化を図るための取組に対して支援する。 

３ 事業実施主体 民間団体 

４ 所要額（補助率） １，２９２百万円（定額、１０／１０以内、１／２以内、１／３以内） 

担当課 代表０３－３５０２－８１１１ 
(1)～(3)の事業 畜産局畜産振興課 内線4910 担当者：新井、松田 
(4)の事業  消費・安全局動物衛生課 内線4583 担当者：髙村、眞井 
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